
米子高専専攻科では、所定の期間在学し、所属専攻において定める分野に関して所定の単位を修得し以下のような能力を身につけた学生

に対して、修了を認定します。

【生産システム工学専攻・物質工学専攻】
生産システム工学専攻及び物質工学専攻では、本科５年間で学んだ基本的知識と技術を基に応用技術に関わる教育を行うとともに分野
を横断した知識を修得することで、両専攻の共通の理念である「複合」と「システムデザイン」をキーワードとし、自らの深い専門知識と幅
広い工学分野の知識を複合化して創造的なものづくりができる技術を身に付け、多面的な視野に立って総合的な問題解決ができる実践
的開発型技術者を養成することを目的としています。
生産システム工学専攻及び物質工学専攻は共通のJABEE教育プログラム「複合システムデザイン工学プログラム」を開設しており、両専
攻の修了者が修得すべき能力として米子高専専攻科修了者の学習・教育到達目標を以下のように具体化して示しています。なお、これら
のうち(B-1)及び(B-2)については専攻科入学時には達成されていることを前提としています。

【A】 技術者としての基礎力
     　   A-1　    数学、自然科学に関連した基礎知識を修得し、それらを駆使して専門分野の解析、理解に活用することができる
     　   A-2　    技術を支える文化・社会的背景や問題に関心を持ち、専門分野の技術と文化・社会との関わりを念頭において行動できる
     　   A-3　    全ての工学分野の底辺を支える基盤となる幅広い基礎知識を修得し、それらを複合的に駆使して様々な分野における現象の測定
     　       　    や解析、情報処理、設計・製造などに活用できる
     　   A-4　    機械・電気電子・物質工学などの各自の専門に関連した分野について、様 な々技術的問題を解決するための基礎として必要とされる
     　        　    知識を修得する

【B】 持てる知識を使う応用力
     　   B-1　    学習した専門基礎知識を体験的に理解し、それらを実証する方法の基礎を修得する
     　   B-2　    グループまたは個人で研究課題に取り組み、解決すべき問題と課題を認識して、行動計画を立案実行できる。また、進捗に応じて
     　   　　　    計画を適宜修正しながら問題解決を行うことができる
     　   B-3　    身に付けた専門知識を活用し、種々の制約条件の下で創造的な問題解決を行うことができる

【C】 社会と自らを高める発展力
     　   C-1　    研究の遂行や問題解決に必要な情報を自ら収集し、様々なツールを用いて分析・活用しながら研究等を進めることができる
     　   C-2　    異なる専門分野の技術者等と協働し、必要に応じて他分野の知識も応用しながらチームとして問題解決を行うことができる

【D】 地球の一員としての倫理力
     　   D-1　    様々な工学分野における技術的視点から、工学理論の歴史、複合的先端技術への応用のための問題解決手法、情報セキュ
     　       　     リティや安全性について修得し、それらを行動規範とすることができる
     　   D-2　    技術立国擁立に必要不可欠な知的財産権などの社会背景や具体的な特許明細の書き方などを修得する

【E】 社会とかかわるためのコミュニケーション力
     　   E-1　    専門的な英語の文献を読み、理解するとともに問題解決に必要な情報を取捨選択できる
     　   E-2　    問題解決に向けて、チームの中で自己の意見を述べ、また他者の意見を聞いてそれを理解し、自己及び他者が取るべき行動を判断
     　        　    し、適切に作業を進めることができる
     　   E-3　    専門分野の課題について報告書等を作成し、適切な資料を用いて関係者に分かりやすく説明することができる

専攻科の修了認定方針（ディプロマ・ポリシー）
Diploma Policy

【専攻科】

工学に関する様々な問題等を自ら発見することができる
発見した問題を解析し、自ら設定した行動計画の下で解決することができる
専門的な英語の文献等を読み、理解することができる
自らの専門的知識・技術及び関連する分野の知識について、時代の進展に対応し、フォローアップすることができる
持続可能な社会を念頭に置きながら、仕事その他の社会生活を送ることができる
問題解決に向けて、チームの中で自己の意見を述べ、また他者の意見を聞きながら適切に作業を進めることができる
専門分野の課題について報告書等を作成し、適切な資料を用いて関係者に分かりやすく説明することができる
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■専攻科修了者の達成目標

ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を育成するため、教養教育科目において自然科学に関する基礎学力、語学力、情報処理能力等を養うと
ともに、各コースでは、専門分野に関する実践的基礎能力を培うための専門科目を開設し、各学年に配置しています。

教育課程編成・実施の基本方針 （カリキュラム・ポリシー） 
Curriculum Policy

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
Admission Policy

中学校､義務教育学校の卒業者及び中等教育学校前期課程修了者を主たる対象とする入学者として､次のような人を
広く求めています。

求める学生像の3項目は、それぞれ学力の3要素（1）知識・技能、（2）思考力・判断力・表現力等の能力、（3）主体性を持って多様な人々と協
働して学ぶ態度に対応しています。

「求める学生像」に沿って、その能力と適性を有する人材を選抜するため、入学者の選抜は、「推薦による選抜」、
「学力検査による選抜」及び「帰国生徒特別選抜」の三つの方法で実施しています。【入学者選抜方針】

開設科目ごとに到達目標を設定し、シラバスに記載された評価方法に従って、到達度を評価します。【成績評価方法に関する方針】

ものづくりに関心があり､基礎学力を持った人

自ら見つけた目標を達成するために挑戦していける人 

文化や自然環境を大切にする人 

1
2
3

講義科目においては、定期試験の結果と演習・レポートなどへの取り組み状況を総合的に勘案して評価する。 

実験・実習・演習科目においては、課題への取り組み状況、レポート、発表などを総合的に勘案して評価する。

卒業研究においては、研究成果をまとめた論文、研究発表、取り組み状況などを総合的に勘案して評価する。 

1
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3
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【Ａ 技術者としての基礎力を身につけられるように】
人文・社会科学、自然科学、外国語等に関わる科目を全学年にわたって配置し、実践的教養を身につけさせる。 

【Ｂ 持てる知識を使う応用力を身につけられるように】 
コース専門科目を配置して、基盤となる専門分野の知識・技術を習得させる。

【Ｂ 持てる知識を使う応用力を身につけられるように】 
コース横断型の科目を配置して、異分野の知識・技術を習得させる。

【Ｃ 社会と自らを高める発展力を身につけられるように】 
地域や社会への理解を促進する科目を配置して、課題発見・解決能力を養成する。

【Ｄ 地球の一員としての倫理力を身につけられるように】
異文化理解や環境、技術者倫理に関する科目を配置して、国際感覚と倫理観を養成する。

【Ｅ 社会とかかわるためのコミュニケーション力を身につけられるように】  
コース共通科目やチームを編成して行う実験・実習科目を配置して、コミュニケーション能力を養成する。

推薦による選抜は、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した学生を選抜するため、アドミッション・ポリ
シーに定めた観点による面接、在籍学校長から提出された調査書及び推薦書を総合して判定する。

学力検査による選抜は、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した学生を選抜するため、学力検査（理科、英
語、数学、国語、社会の5教科）を行い、その結果と在籍（出身）学校長から提出された調査書を総合して判定する。

帰国生徒特別選抜は、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した学生を選抜するため、学力検査（理科、英語、
数学の3教科）と、アドミッション・ポリシーに定めた観点による面接を行い、その結果と在籍（出身）学校長から提出され
た調査書（成績証明書）を総合して判定する。

専門分野の基礎となる学力を有する人

自ら創意工夫をして物事に積極的かつ継続的に取り組める人

文化や自然環境に対する広い視野を持ち､周囲の人と協調しつつコミュニケーションができる人

【１年次入学】

工業高等学校または高等学校の工業に関する学科､普通科及び理数科の卒業者を主たる対象とする４年次への編入
学者として､次のような人を広く求めています。

編入学者の選抜は、「志望調査書」及び「調査書」の内容を総合して判定します。

【４年次編入学】

1
2
3



【建築学専攻】
建築学専攻では、建築を人間が社会生活を営む空間を創造する行為ととらえ、本科での5年間一貫したカリキュラムの特徴を活かしなが
ら、更に2年間の専攻科での教育により、幅広い教養と豊かな人間性を備え、建築・都市・地域計画、建築環境及び建築構造に関する高度な
知識と技術を身につけ、幅広い視野に立って問題解決できる実践的で創造力に富んだ技術者を養成することを目的としています。 
建築学専攻はJABEE教育プログラム「建築学プログラム」を開設しており、建築学専攻の修了者が修得すべき能力として米子高専専攻科
修了者の学習・教育到達目標を以下のように具体化して示しています。なお、これらのうち(A-2)(A-3) 及び(A-4) については専攻科入学時
には達成されていることを前提としています。

【A】 技術者としての基礎力
     　   A-1　    数学、自然科学及び情報工学の基礎理論に裏打ちされた体系的な知識・技術
     　   A-2　    社会・環境に配慮して建築を計画・設計するために必要な基礎知識・技術
     　   A-3　    安全で合理的な建築の構造を計画・設計するために必要な基礎知識・技術
     　   A-4　    建築の生産と保存・再生及び防災を計画・管理するために必要な基礎知識・技術

【B】 持てる知識を使う応用力
     　   B-1　    建築に関わる社会的・地域的な視点を養い、よりよい生活空間をその地域の風土を考慮し、機能的に計画・設計できる知識・技術
     　   B-2　    建築の室内及び外部空間において、エネルギー負荷を考慮しつつ快適かつ適正な環境を保持するため の環境要素の予測・評価・
                       調整に関する知識・技術
     　   B-3　    建築構造物の内外で安心して生活が営まれるよう、構造上安全かつ経済的な建築空間ならびに構造種別・形式を選択できる知識・
                       技術
     　   B-4　    持続可能な社会を念頭におき、建築に関わる生産、保存再生、防災を意図した計画技術

【C】 社会と自らを高める発展力
     　    C-1　  建築分野の基礎的な知識や技術を活かし、問題を解決するための実践的な知識
     　    C-2　  建築分野の基礎的な知識や技術を活かし、新たな提案を発する能力

【D】 地球の一員としての倫理力
     　    D-1　  日本や世界の文化や歴史を多面的に認識し、建築技術が社会に与える影響を理解する能力
     　    D-2　  誠実かつ信頼される技術者としての誇りと責任感

【E】 社会とかかわるためのコミュニケーション力
     　    E-1　  専門的な英語の文献を読み、理解するとともに問題解決に必要な情報を取捨選択する能力
     　    E-2　  問題解決に向けて、チームの協働作業の中で適切に解決策を提案する能力
     　    E-3　  専門分野の課題について報告書等を作成し適切な資料を用いて分かりやすく説明する能力

米子高専専攻科は、高専の卒業生を主たる対象とし、これにリフレッシュ・リカレント教育を希望する企業派遣の社会人学生及び海外から
の留学生を加えて、生産システム工学専攻、物質工学専攻、建築学専攻の3専攻を設け、それぞれの専攻を通してより高度な専門学術を教
授します。また、教養教育及び実践的教育を通じて、幅広い教養と優れた人格を備えた広く産業の発展に寄与することのできる自立した技
術者の養成を行っています。
本専攻科入学者として、以下に示す基本的な知識と意欲を持つ人材を求めています。

【生産システム工学専攻・物質工学専攻・建築学専攻】

入学者選抜の実施方法は、推薦によるものと学力検査及び社会人特別選抜によるものがあり、次のように実施しています。推薦による選

抜は、面接検査及び調査書の内容を総合して判定します。学力検査による選抜は、学力検査、面接検査及び調査書の内容を総合して判定し

ます。社会人特別選抜は、面接検査及び出願書類の内容を総合して判定します。

専攻科の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
Admission Policy

基本的知識を有し、さらに高度な専門的知識を学びたい人

主体的に物事に取り組み、解決しようとする意欲のある人

学んだ技術を生かして社会に貢献する意欲のある人

他の人と協調しながら物事に取り組める人 

1
2
3
4

学校教育法の改正により、平成16年度から7年以内ごとに、大学（短期大学を含む）及び高

等専門学校は、文部科学大臣の認証を受けた評価機関による機関別認証評価を受けるこ

とが法的に義務づけられました。

国立高等専門学校機構は、文部科学大臣の認証を受けている評価機関である（独）大学改

革支援・学位授与機構による機関別認証評価を受審することとしており、本校は、平成19

年度に第1回目、平成26年度に第2回目の機関別認証評価を受審し、その評価結果が平成

27年3月26日に大学改革支援・学位授与機構から公表され、「米子工業高等専門学校は、高

等専門学校設置基準をはじめ関係法令に適合し、大学改革支援･学位授与機構が定める高

等専門学校評価基準を満たしている」と評価されています。次回は令和3年度に受審する

予定です。

JABEEとは、Japan Accreditation Board for Engineering Education の頭文字をとったものであり、日本技術者教育認定機構のことです。

同機構は、技術系学協会と密接に連携しながら技術者教育プログラムの審査･認定を行う一般社団法人で、大学などの高等教育機関で実

施されている技術者教育プログラムが、社会の要求水準を満たしているかどうかを公平に評価し、認定する事業を行っています。

本校では、本科4年生から専攻科2年生までの4年間について、「複合システムデザイン工学プログラム」及び「建築学プログラム」の2つの

技術者教育プログラムを設け、2011年から日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を受けています。（2017年に継続認定）

外部機関による評価
COLLEGE EVALUATION

機関別認証評価

JABEE

平成26年度機関別認証評価結果の概要

基準1～基準11の評価項目に対し、総括として優れた点が3項目、個別の優れた点が10

項目の評価を受けています。

選択的評価事項A・Bに対し、総括として優れた点2項目、個別の優れた点4項目が明記

されており、特に選択的評価事項B（正規課程の学生以外に対する教育サービスの状

況）に対しては「目的の達成状況が非常に優れている」との最高評価を受けています。

（詳細は本校のホームページ参照）

●

●
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本認定により、米子高専で行っているエンジニアリングデザ

イン教育は社会の要求水準を満足するレベルであり、その教

育成果として技術者に必要な知識や能力の養成ができている

ことが証明されました。

すなわち、本校の技術者教育が 4年制大学の教育レベルと

同等であることが保証されるとともに、プログラム修了生は、

国際的に通用する基本的な学力･技術力を有する者として、

社会で受け入れられることになります。

具体的には修習技術者と称することができ、技術者としての

重要な国家資格である技術士の第一次試験が免除されます。
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専攻科は、高専5年間の教育課程の上に、より高度な専門的知識と技術を教授し、豊かな創造力と卓越した研究開発能力をもった実践的開

発型技術者を育成するために設けられた2年制の課程です。

専攻科の課程を修了すると、（独）大学改革支援・学位授与機構より学士（工学）の学位を取得できます。これにより、大学卒業と同じ資格で

就職したり、大学院への進学が可能となります。

専攻科棟 特別研究発表会 オープンシアター リフレッシュルーム

情報技術と異種分野の融合が拡大

しつつある現在、高度に発達した情

報システムによってネットワーク

化された電気・電子、機械・制御技術

に対応するために、柔軟な適応能力

と広い視野を持った実践的開発型

技術者を育成します。

生産システム工学専攻

材料工学及び生物工学に関する基

礎的な知識・技術と、それらを個別

の問題に対して応用・発展させるこ

とのできる力を身につけ、幅広い視

野に立って総合的な問題解決がで

きる実践的開発型技術者を育成し

ます。

物質工学専攻

建築学に関する幅広い教養と豊か

な人間性を備え、建築・都市・地域計

画、建築環境及び建築構造に関する

高度な知識と技術を身につけ、幅広

い視野に立って問題解決できる実

践的開発型技術者を育成します。

建築学専攻

学校制度図

社会人

社会人

編入学

編入学

進学

教育課程

必修

一
般
選
択
科
目

人文社会分野

自然科学分野

専
門
共
通
科
目

コミュニケーション特論
日本語表現法
人文社会特論
開設単位数
修得単位数（2単位以上）
健康科学特論
応用数学特論
現代物理
開設単位数
修得単位数（4単位以上）
上級英語演習
複合社会技術論
知的財産権特論
創造実験
応用計測工学
情報技術特論
材料デザイン工学
一般工業力学
修得単位数

講義
講義
講義

講義
講義
講義

演習
講義
講義
実験
講義
講義
講義
講義

2
2
2
6

2
2
2
6

2
2
2
2
2
2
2
2
16

2

2

2
2

4

1

1

2
2

6

2

2
4

2
2

1
2
1

2
2
8

0

0

2

2

0

0

0

選択

専
門
科
目

必修

実験
実験
実験
講義
演習

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習

4
12
2
2
2
22
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
44

2

1
1

4
2
2
2
2

2
2

2
14

2

1
1

4

2
2
2
2
2

2
2
2

16

6

1
7

2
2
2

2
2

10

6

1
7

2
2

4

生産システム工学特別研究Ⅰ
生産システム工学特別研究Ⅱ
生産システム工学特別実験
専攻英語講読
技術表現技法
修得単位数
応用電磁工学
回路網理論
システム制御特論
固体物性論
ソフトコンピューティング
通信ネットワーク特論
応用ソフトウェア開発
アナログ電子回路
ディジタル信号処理
計算機システム工学
知的制御システム
ロボット工学
量子電子工学
音響振動工学
流体力学特論
品質管理工学
弾塑性力学
熱・物質移動論
生産・精密加工学
材料強度・材料組織学
トライボロジー・軸受特論
インターンシップ
開設単位数
修得単位数（18単位以上）

特別研究Ⅱの履修は、
特別研究Ⅰの習得を条件とする

授業科目の名称
単
位
数

学年別開設単位数 講義 実験
演習の区別区分

前期 後期 前期 後期
1 2

生産システム工学専攻・物質工学専攻　共通科目

備考

授業科目の名称
単
位
数

学年別開設単位数 講義 実験
演習の区別区分

前期 後期 前期 後期
1 2

生産システム工学専攻　専門科目

備考

豊かな人間性をもち､社会における技術の意義を洞察するとともに､技術による効果を地球規模の視点から判断できる自律した技術者と
なるための教養として人文社会､自然科学系の一般科目を専攻共通科目として開設しています。
専門共通科目として､英語によるコミュニケーション能力の育成､現代工学の基礎知識とその応用力の育成､さらに複合的･境界的領域分
野にも対応できる分野･専攻横断型人材の育成などを目的とした講義･実験などの科目を開設しており､いずれも必修科目としています｡
また､専攻毎の専門科目として､本科で修得した各分野において学士の学位を取得するのに十分かつ高度な専門知識を修得するための科
目群を開設しています。

生産システム工学専攻・物質工学専攻

各専攻科において以下のような理念に基いて科目群を開設し､修了認定方針で掲げた能力を修得した学生が専攻科修了生となるように
修了要件を設定しています。
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区分
学科

計

総 合 工 学 科
機 械 工 学 科
電気情報工学科
電子制御工学科
物 質 工 学 科
建 築 学 科

計

区分

専攻
生産システム
工 学 専 攻
物質工学専攻

建築学専攻

計

年度

専攻
生産システム
工 学 専 攻

物質工学専攻

建築学専攻

年度
区分 区分

学科

計

総 合 工 学 科

機 械 工 学 科 

電気情報工学科

電子制御工学科

物 質 工 学 科

建 築 学 科

25 26教育課程／専攻科 学生の概況

②
③

④

⑤

教育課程
物質工学専攻　専門科目

選択

授業科目の名称 備考
単
位
数

学年別開設単位数
講義 実験
演習の区別区分

前期 後期 前期 後期
1 2

専
門
科
目

必修

実験
実験
実験
講義
演習

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習

4
12
2
2
2
22
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
26

2

1
1

4

2
2

2
6

2

1
1

4

2
2

4

6

1
7
2

2
2
2

8

6

1
7

2

2
2
2

8

物質工学特別研究Ⅰ
物質工学特別研究Ⅱ
物質工学特別実験
専攻英語講読
技術表現技法
修得単位数
微生物工学
基礎材料科学
高分子合成化学
化学反応工学
無機工業化学
バイオテクノロジー
環境分析化学
タンパク質工学
生物機能材料
材料化学
セラミックス
機能性材料
インターンシップ
開設単位数
修得単位数（18単位以上）

特別研究Ⅱの履修は、
特別研究Ⅰの習得を条件とする

授業科目の名称区分

一
般
選
択
科
目

専
門
共
通
科
目

専
門
科
目

人文社会分野

自然科学分野

必修

選択

必修

選択

コミュニケーション特論
日本語表現法
人文社会特論
開設単位数
修得単位数（2単位以上）
健康科学特論
応用数学特論
現代物理
開設単位数
修得単位数（2単位以上）
上級英語演習
知的財産権特論
修得単位数
応用計測工学
情報技術特論
材料デザイン工学
一般工業力学
複合社会技術論
開設単位数
修得単位数（6単位以上）
建築学特別研究Ⅰ
建築学特別研究Ⅱ
建築設計製図
創造設計実習
専攻英語講読
技術表現技法
建築・都市環境論
情報デザイン論
防災計画論
建築技術者倫理
修得単位数
地域居住空間計画
保存再生論
地域施設計画
企画デザイン論
建築構造設計演習
構造制御論
耐震構造論
構造解析学特論
材料学特論
建築構造材料実験
建築生産特論
インターンシップ
開設単位数
修得単位数（16単位以上）

備考
単
位
数

学年別開設単位数
講義 実験
演習の区別

前期 後期 前期 後期
1 2

建築学専攻

2
2
2
6

2
2
2
6

2
2
4
2
2
2
2
2
10

4
12
2
2
2
2
2
2
2
2
32
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
24

2

2

2
2

4

1
1
2
2
2

4

2

2

1

2

2

9
2

2

2
6

2

2
4

2
2

1
1
2

2
2
2
6

2

2
1

2

7

2

2
2
2

8

0

0

0

0

6

1

2
9

2

2
2

2

8

0

0

0

0

6

1

7

2

2

講義
講義
講義

講義
講義
講義

演習
講義

講義
講義
講義
講義
講義

実験
実験
実習
実習
講義
演習
講義
講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
演習
講義
講義
講義
講義
実験
講義
実習

特別研究Ⅱの履修は、
特別研究Ⅰの習得を条件とする

主として本科で履修した専門科目を基礎にしながら少人数教育体制の下でより専門的な知識や能力を育成するカリキュラム構成として
おり､学習･教育到達目標の水準は学士（工学）にふさわしいレベルの専門知識や能力を保証するという観点から設定しています｡一般科
目（教養科目）については大学レベルの教養を身につけることを目標としています｡また専門科目については建築学を専門とする技術者
の国家資格である一級建築士及び二級建築士に必要な知識･能力の修得を目標とした水準とし､各科目の授業内容を設定しています。

定員及び現員1

入学志願者数及び入学者数
本科 専攻科
2

学生の概況

57
41
1.43
91
40
2.28
86
41
2.15
104
40
2.60
94
40
2.35
432
202
2.16

61
44
1.53

92
40
2.30

112
40
2.80

94
40
2.35
109
40
2.73
468
204
2.34

志願者
入学者
倍率

2017 2019
志願者
入学者
倍率

50
40
1.25
82
41
2.05
81
40
2.03
110
45
2.75
78
40
1.95
401
206
2.00

志願者
入学者
倍率

65
40
1.63
121
42
3.03
63
40
1.58
78
41
1.95
101
40
2.53
428
203
2.14

2018
志願者
入学者
倍率

※定員（2017-2020：各学科40名、2021：200名）
　に対する倍率

2021年5月1日現在　（単位:人）

現員定員
入学定員 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

　①

①
①
①
④

①
①
①

①
④

③
②
②
②
②
⑪

○は外国人留学生内数

12

4

20
4

 16

4

24
4

23

5

34
6

39

9

58
10

定員 現員
入学
定員 １学年 ２学年

計

（単位:人）（単位:人）

21

4

29

4

15

4

23

4

志願者
入学者

2021
志願者
入学者

2017
志願者
入学者

2018
志願者
入学者

2019
志願者
入学者

2020

22

8

35

5

21

7

33

5

19

3

26

4

19

3

26

4

18

9

33

6

18

7

31

6

28

6

40

6

24

5

35

6

202

202

39
43
42
45
40
209

43
41
42
43
39
208

38
35
37
35
44
189

46
43
36
36
35
196

202
166
162
157
159
158
1,004

①
①

①

③

出身中学校等別学生数3

＊出身地は、卒業した中学校の所在地を表す

2021年5月1日現在　（単位:人）

出身地

人数
割合（％）

①鳥取県

849　84.6%

②島根県 ③岡山県 ④広島県 ⑤兵庫県

79
7.9%

14
1.4%

18
1.8%

18
1.8%

東部
92　9.2%

中部
114　11.4%

西部
643　64.0%

出身地

人数

大阪府

6

東京都

1

埼玉県

1

神奈川県

2

愛知県

1

岐阜県

1

滋賀県

1

福岡県

2

留学生

11

①
西部 中部 東部

留学生数5
2021年5月1日現在　（単位:人）

学科 計
国　　 名

マレーシア
学年

3年

4年

5年

1

1
1

1

4

1

1

1
1

1

5

1

1
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11

インドネシア モンゴル

計

機 械 工 学 科
電気情報工学科
電子制御工学科
建 築 学 科
機 械 工 学 科
電子制御工学科
物 質 工 学 科
建 築 学 科
機 械 工 学 科
電気情報工学科
物 質 工 学 科

高校等からの編入・転入者数4

学科  年度

計

機 械 工 学 科

電気情報工学科

電子制御工学科

物 質 工 学 科

建 築 学 科

2017

1

1

2018

1

1

1

1

4

2019

1

1

1

3

2021

1

1

2020

1

1

2020

457
202
2.29

457
202
2.29

志願者
入学者
倍率

2021

200
40
40
40
40
40
200
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